
「事例紹介」
「田舎に生きる～地方の豊かさと可能性～」 

講師 常陸太田市地域おこし協力隊「Relier（ルリエ）」野嵜 真衣　氏
「故郷で感じる人とのつながり」
講師 いわてNPO-NETサポート 事務局 高田 真理子 氏 

「むつコンを通しての地域おこし」 
講師 むつコン実行委員会 広報担当 井本 貴之 氏 

「実践報告会」
東青地区 「貴重で楽しい思い出を in ひらない子どもふれ愛まつり２０１３」 
西北地区 「星に願いを～キャンドルナイト in 津軽富士見湖～」 
中南地区 「ＴＮＦ～中南フェスティバル～ねぷたと津軽の食と津軽弁の日」 
上北地区 「東北 Techno music festival 清水目音夜祭」 
下北地区 「下北っていいなぁ in 北前船彩紀行」 
三八地区 「11Cats 争奪 3on3バスケットコンテスト in 三戸」 

○参加者の声 
「情熱あふれる発表に感銘を受けた。」 
「仲間で行えば何事もできるという力強さを感じた。」 
「つながることは、楽しい事を共有する喜びなのではと思った。」 
「若い人達のそれぞれの取組を聞き、とても勉強になった。若い人のエネルギーを感じた。」 
「それぞれの地域の個性を見ることができました。新たな視点やアイディアをいただきました。」 

午前 

午後

　この事業は、地域の若者を次代の青森県を担う人財として育成することを目的として、昨年度から２
年にわたり実施してきたものです。11月 16日（土）に当センターで開催した「つながり創造フェスタ
～想いがあれば何でもできる～」では、日常的な地域のつながりを創造するための県内外の実践を基に
した講演や実践報告を通して、幅広い観点から意見交換することにより、２年間の取組の成果及び課題
と展望を共有しながら取組の意義を確認し合うことをねらいとして、105名の方々に参加していただき
ました。 
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講演会、セミナー、各種講座・講習会、イベント情報などが満載です！
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津軽クエストとは？

高校生が学校外における学習（講座や講演会の聴講、ボランティア活動等の体験活動）へ
の積極的な取組みとレポート作成によって、知識や経験の幅を広げるとともに、社会の変化
に柔軟に対応し、たくましく生きるための様々なスキルの向上を図ることを目的とした事業
です。 
３５単位以上修得して県教育委員会に申請すると、認定証が交付されます。 
今年度は２２名の高校生が認定証を交付されています。（平成２６年１月現在）

スキルアッププログラム認定証交付者数等一覧

あなたも様々な活動を経験して、スキルアップしませんか？ 
やる気のある皆さんの参加をお待ちしてます。

高校名 認定証交付者数 

青森県立田名部高等学校 １７名 

青森県立青森南高等学校  2 名 

青森県立黒石高等学校    １名 

青森県立六戸高等学校     １名 

八戸工業大学第二高等学校  １名 

合  計 ２２名 

　1月19日(日)弘前市ヒロロスクエアを会場に、津軽地方塾生によるモデル地域活動実践「津軽
クエスト～1月19日だけの大冒険～inヒロロスクエア」が開催されました。この実践は、企画立
案から当日運営までを塾生が主体となって行い、ルール作りやクイズ考案、フライヤー作成等、
事業に関わる全てを塾生同士協力し合いながら進めていきました。
　当日は、親子連れを中心に167名の方々に参加して頂き、楽しく冒険していただきました。ま
た、運営する塾生にとっても、実践から学ぶ大変貴重な機会となりました。 

　参加者とクエストコーディネーターがパー
ティーを組み、巨大ボードゲームに挑戦。市町
村クイズを通して、津軽地域について楽しみ
ながら学べる、大人も子どもも一緒になって
楽しめる社会学習アトラクションです。 
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南部地区（東北町民文化センター） 

事例紹介  
岩手県沿岸の放課後
子ども教室における
災害時の対応や防災
に関わる取組 
（岩手県釜石市） 

津軽地区（青森県武道館）

　放課後子どもプランを効果的に進めることを目的として、前期研修会は当社会教育センターで２日
間、後期研修会は津軽地区、南部地区で実施し、のべ２５７名が受講しました。 

公開講演 「学校・家庭・地域の連
携による教育の推進」 
横浜市立東山田中学校コミュニティ
ーハウス 館長 竹原 和泉 氏 

パネルディスカッション 
「子どもの育成に多くの人
を巻き込む仕組みづくり」 

 研修会での演習 
 （東青地区） 

　地域ぐるみで子どもたちを育む意識の啓発などを目的とした本セミナーは、上北地区を皮切りに県
内６地区で研修会を行いました。８月には当センターで公開講演を開催し、学校支援コーディネータ
ーやボランティア、教職員など、のべ２７８名が受講しました。 

講義 
「特別な支援を要する
子どもの理解と関わり
方」NPO法人発達障害
サ ポ ー ト セ ン タ ー
YOU MEディレクター
前田 淳裕 氏 

　地域密着型の「家庭教育支援者」の育成を目的に、今年度は三八地区（五戸町・南部町）、中南
地区（大鰐町・藤崎町）で講座を行いました。 

家庭教育支援基礎講座 応用スキルアップ講座基礎スキルアップ講座 共通スキルアップ講座

【各地区の実践活動プログラムの紹介】 
〈中南地区〉 
「男子厨房に入って料理を
作ろう！～男の手料理で家
族を笑顔に～」（大鰐町：わ
にっこ おもてなし隊） 

〈三八地区〉 
「親子でホップ！ステッ
プ！ダンス！」（南部町：
南部町からこしゃくチー
ム）
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開所時間 午前９時～午後６時
（研修室は午後９時まで使用可）

休 所 日 毎月第４月曜日、
年末年始（12/29～12/31、1/1～1/3）

主な業務内容
研修室使用受付
学習機会情報､人材情報､団体･サークルの情報
視聴覚教材（DVD･ビデオ･16ｍｍフィルム）貸出等
ボランティア等社会参加活動の相談受付

電話 ０１７－７３９－１２５１（代表） 
ファクシミリ ０１７－７３９－２５７０ 

上北 
地区 

中南 
東青 
地区 

西北
地区

「新しい地域づくりのための社会教
育の役割」 
プロジェクトおおわに事業協同組合 
 副理事長 相馬 康穫 氏 

「地域の活性化につながる住民参加
のまちづくり」 
東北学院大学教養学部人間科学科長 
 教授 水谷  修 氏 

「社会教育施設の機能充実と活用促進」
八戸市水産科学館マリエント 
 館長 吉井 仁美 氏 
弘前学院大学文学部 
 講師 生島 美和 氏 

中央研修・初任者研修は当センターで、地区研修は県内 6地区で開催しました。 

「業務遂行に係る基礎的な研修」 
青森市浪岡中央公民館 
 元館長 佐藤 克則 氏 
県総合社会教育センター職員 

子育て中の不安や悩み、家庭教育全般に関する
相談を行っています。 

電話相談 ０１７－７３９－０１０１
火・木曜日 13:00～16:00 （祝日・年末年始を除く）
メール相談 ２４時間受付

子育てのヒントがわかる「子育て応援番組」です。
 内容 
① ４０代の子育ては大変 ② 農業家族の支え合い
③ がんばれイクメン ④ 共に働き、共に子育て
⑤ 発達障害と向き合って

※その他 コンテンツ （５分）１５本 
啓発教材 （１５分） ４本 

「メディアの活用と情報発信」
青森放送株式会社 
 元制作局長 安達 尚彦 氏 

「普段の暮らしから見る文化」 
NPO法人アートコアあおもり 
 理事長 佐々木 高雄 氏 

｢地域コミュニティの活性化」
高知のまちづくりを考える会
 代表 畠中 智子 氏 

「美術館は精神の館」 
青森県立美術館 
 館長 鷹山 ひばり 氏 

 10 月５日（土）「生涯学習フェア 2013」が開催され、来場者数は 1,５00名となり、大盛況のうちに終了しました。

オープニング 白バイ体験

実施報告 

高校生販売体験

教育支援プラットフォーム事業所展示リサイクル教室

高校生木工体験高校生生徒研究発表 高校生パネル展示
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「この印刷物は 2,500 部作成し、印刷経費は１部当たり 29円 40銭です」


